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研究開発の内容



研究開発の成果

ナノピラーアレイ型QDinFの開発



研究開発の成果

ナノピラーアレイ型QDinFの開発

- QDinFを含む治具をヘリウム容器内に設置して冷却(~4 K)

- 測定系は一部を除き全てSMFで構築

- 単一QD由来の輝線P1が支配的に生成

- 2次相関測定により単一光子純度を評価(非共鳴励起)



研究開発の成果

Highly pure single photon 
generation under non-
resonant excitation.

g(2)(0)<0.1

Long term stability of wavelength 
and photon number
under single photon generation

Fluctuation of photon number
is lower than 5% 

高純度且つ数日間の安定連続動作が可能



今後の研究開発成果の展開、波及効果創出に関して

 空間移動度の高い実光子を介したスピン間相互作用の形成
 利点：相互作用距離の飛躍的向上/遠隔スピン間の直接結合

カスケード過程の削減による処理ステップの低減
→ネットワーク構成の自由度が高く、新たなプロトコルの探索に有効

光子を介したスピンネットワーク
による情報処理技術の開発


